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５月19日、ベンチやロッカールーム等の改装工事が終了した静岡市草薙球場で

ＪＲ東海労第２０回野球大会が雲一つない絶好の天候の中、盛大に開催されまし

た。組合員・ＯＢとＪＲ貨物東海の若き組合員の５０名が参加し、熱戦が展開さ

れました。開会式では、西村サークル議長の挨拶で始まり、本部木下副委員長か

ら震災と現状に対する闘いの報告が提起されました。

第一試合は、新幹線静岡連合ＶＳ貨物東海の対戦で皆川投手（OB）の巧みな投

球術により、若い貨物東海打線を押さえ込み３対１で、新幹線静岡連合が勝利を

納めました。続く第二試合は新幹線関西ＶＳ新幹線静岡連合の伝統の対戦となり、

強力打線を誇る新幹線関西が５対３で伝統の一戦を制しました。続く第三試合は

新幹線関西ＶＳ貨物東海の対戦となり、終盤貨物東海の集中打がありましたが、

５対３で高木投手を擁する新幹線関西が辛くも逃げ切りました。各試合では一人

のケガ人も無く、珍プレーや好プレーが続出し、ベンチから絶え間ない声援を受

けながら終始和やかなムードで試合は行われました。

その後、静岡駅構内に場所を移して懇親会が行われました。その中で大震災か

らの一日も早い復興のために、第20回野球大会名で檄布と義捐金が本部に託され

ました。また、懇親会では20回の歴史を互いに確認しながら、奮戦を讃え合うと

ともに、あらためて本部サークル活動の素晴らしさを再確認し、第21回大会での

再会を誓いながら盛大のうちに終了してきました。




